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高
田
教
区
宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
御
遠
忌
を
２
０

１
８
年
に
お
迎
え
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
記
念
事
業
で
あ

る
、
高
田
別
院
大
門
御
修
復
工
事
が
こ
の
た
び
い
よ
い
よ

始
ま
り
ま
す
。 

振
り
返
り
ま
す
と
、
２
０
０
９
年
12
月
の
高
田
別
院
責

任
役
員
・
常
議
員
会
に
お
い
て
、
大
門
に
つ
い
て
「
長
年

風
雪
に
耐
え
て
き
た
大
門
で
は
あ
る
が
、
近
年
瓦
の
損
壊

や
彫
り
物
な
ど
の
傷
み
が
著
し
く
、安
全
性
の
面
か
ら
も
、

と
て
も
こ
の
ま
ま
に
し
て
は
お
け
な
い
。」
と
、
話
題
に
さ

れ
た
こ
と
が
最
初
で
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
、

伝
統
的
日
本
建
築
に
詳
し
い
方
の
助
言
な
し
に
は
、
議
論

す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
当
時
本
山
両
堂
等

御
修
復
委
員
会
主
任
技
術
専
門
員
で
あ
っ
た
故
伊
原
惠
司

先
生
の
お
力
を
お
借
り
し
、
調
査
（
仮
調
査
）
い
た
だ
き
、

そ
れ
を
基
に
学
習
、
議
論
を
重
ね
、
２
０
１
１
年
の
御
遠

忌
推
進
委
員
会
に
て
、
高
田
別
院
大
門
並
び
に
新
井
別
院

本
堂
屋
根
等
御
修
復
が
教
区
御
遠
忌
の
記
念
事
業
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
れ
か
ら
、
２
０
１
２
年
に
は
両
別
院
の
御
修
復
に
つ

い
て
、
両
別
院
院
議
会
に
お
い
て
議
決
、
同
年
の
教
区
会

及
び
教
区
門
徒
会
に
お
い
て
教
区
御
遠
忌
基
本
計
画
が
議

決
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
３
年
に
は
記
念
事
業
の
本
調
査

報
告
を
い
た
だ
き
、
各
組
巡
回
に
て
御
遠
忌
総
計
画
案
の

説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
後
、
教
区
会
及
び
教
区
門
徒

会
に
お
い
て
御
遠
忌
総
計
画
が
議
決
さ
れ
、
募
財
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。 

高
田
別
院
大
門
御
修
復
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
２
０

１
４
年
10
月
に
入
札
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
『
北
野
・

清
水
組
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
』
が
落
札
と
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
本
年
３
月
に
正
式
契
約
、
こ
の
４
月
に
着

工
、
工
事
期
間
は
２
０
１
７
年
５
月
ま
で
の
約
２
年
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
す
で
に
新
聞
等
で
ご
覧
に
な
っ
た
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
存
じ
ま
す
が
、
こ
の
た
び
高
田
別
院
の

本
堂
、
大
門
、
築
地
塀
、
鐘
楼
の
４
件
が
国
の
登
録
有
形

文
化
財
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。歴
史
的
文
化
財
と
し
て
も
、

地
域
の
皆
様
か
ら
注
目
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
多
く
の

皆
様
に
別
院
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く
新
た
な
ご
縁
と
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
御
修
復
事
業
が
、
御
遠
忌
の
一
事
業
に
止
ま
る
こ

と
な
く
、
新
た
な
出
遇
い
を
開
く
機
縁
と
な
り
、
そ
し
て

先
達
の
ご
苦
労
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
ご
崇
敬
さ
れ
て
き
た

別
院
が
、こ
の
現
代
に
お
い
て
、そ
し
て
未
来
に
お
い
て
、

さ
ら
に
聞
法
の
場
と
し
て
開
か
れ
て
い
く
こ
と
が
願
わ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

最
後
に
、
教
区
御
遠
忌
懇
志
金
は
、
当
初
の
目
標
を
上

回
る
早
さ
で
ご
進
納
い
た
だ
き
、
早
々
に
目
標
額
の
５
割

に
達
し
て
お
り
ま
す
。
教
区
の
皆
様
に
は
、
改
め
て
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
御
遠
忌
総
計
画
推
進
の
た

め
に
、
よ
り
一
層
の
ご
進
納
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
と

共
に
、
深
い
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
重
ね
て

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 
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私はどこで生きているのか ～たずねよう真宗の教えに～ 

高
田
別
院
大
門
御
修
復
に
よ
せ
て 

教
区
御
遠
忌
推
進
委
員
会
委
員
長 

北
條 

賴
宗 
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高
田
教
区
宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
御
遠
忌
記
念
事
業 

「
高
田
別
院
山
門
御
修
復
工
事
」
概
要 

【
施
工
業
者
紹
介
】 

 

(1) 

北
野
建
設
株
式
会
社 

長
野
県
長
野
市
県
町
五
二
四
番
地 

 

善
光
寺
三
門
他
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
等
の

社
寺
建
築
の
保
存
修
復
実
績
多
数 

（h
ttp

://w
w

w
.k

ita
n

o
.co

.jp
/

） 
 

(2) 

株
式
会
社 

清
水
組 

新
潟
県
上
越
市
稲
田
三
丁
目
一
―
三 

  

【
契
約
締
結
ま
で
の
経
緯
】 

 

２
０
１
４
年
８
月 

 

教
務
所
長
選
定
に
よ
る
入
札
委
員
会
を
組
織 

８
月
～
10
月 

 

第
１
回
～
第
４
回
入
札
委
員
会 

・
工
事
日
程
、
特
に
入
札
業
者
決
定
ま
で
の
日

程
を
中
心
に
協
議
。 

・
入
札
内
容
に
つ
い
て
、
入
札
方
法
・
参
加
条

件
等
を
協
議
。 

10
月
１
日 

 
 

入
札
公
告
開
始 

10
月
６
日 

 
 

入
札
公
募
開
始 

10
月
28
日 

 
 

入
札
公
募
締
め
切
り 

11
月 

 
 

第
５
回
入
札
委
員
会 

第
９
回
御
遠
忌
常
任
委
員
会 

・
入
札
委
員
会
か
ら
の
経
過
及
び
応
募
状
況（
一

社
の
み
）
の
報
告
を
受
け
、
入
札
実
施
の
有

無
を
協
議
。 

・
予
定
通
り
入
札
を
実
施
す
る
こ
と
を
確
認
。 

12
月
10
日 

 
 

入 

札 

→
北
野
・
清
水
組 

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業

体
が
落
札
。 

12
月 

 
 

第
６
回
・
第
７
回
入
札
委
員
会 

・
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、
契
約
か
ら
着
工
ま

で
の
日
程
に
つ
い
て
を
協
議
。 

２
０
１
５
年
１
月
20
日 

 
 

高
田
別
院
責
任
役
員
・
常
議
員
会 

高
田
別
院
院
議
会 

・
施
工
業
者
、
工
期
、
契
約
内
容
に
つ
い
て
議

決
。 

３
月
11
日 

境
内
地
（
主
要
建
物
）
の
模
様
替
に
つ
い
て
宗
派

決
裁
を
得
る 

３
月
31
日 

 
 

契
約
締
結 

→
北
野
・
清
水
組 

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業

体
と
の
間
で
契
約
締
結
。 

  

な
お
、２
０
１
５
年
４
月
工
事
開
始
の
予
定
で
す
が
、

今
後
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
次
号
以
降
、
随
時
お
伝
え

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
工
事
の
内
容
詳
細
・
進
捗
状
況

に
つ
い
て
も
随
時
お
伝
え
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 

 

工 

事 

名 

 

高
田
別
院
大
門
及
び
塀 

御
修
復
工
事 

 

工
事
期
間 

着
手 

２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
４
月
１
日 

完
成 

２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
５
月
31
日 

 

発 

注 

者 

 
 

宗
教
法
人 

真
宗
大
谷
派 

高
田
別
院 

 
 

 
 

 
 

 
 

代
表
役
員 

森
田 

成
美 

 

設
計
管
理 

 
 

合
同
会
社 

も
ば
建
築
文
化
研
究
所
（
東
京
都
） 

 

施 

工 

者 

 
 

北
野
・
清
水
組 

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体 

（
長
野
市
・
上
越
市
） 

 

総 

工 

費 

１
８
９
，
８
１
９
，
０
０
０
円 

（
設
計
管
理
費
） 

１
７
，
０
１
９
，
０
０
０
円 

（
施 

工 

費
）
１
７
２
，
８
０
０
，
０
０
０
円 

※
金
額
は
全
て
税
込 
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こ
の
た
び
、
３
月
13
日
付
で
国
の
文
化
審
議
会
答
申

に
よ
り
、
高
田
別
院
大
門
、
築
地
塀
、
本
堂
及
び
鐘
楼

の
４
件
が
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
認
定
さ
れ
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

（
※
写
真
の
説
明
は
、
高
田
別
院
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り
） 

 

登
録
有
形
文
化
財
に
つ
い
て 

建
造
物
、
工
芸
品
、
彫
刻
、
書
跡
、
典
籍
、
古
文
書
、

考
古
資
料
、歴
史
資
料
な
ど
の
有
形
の
文
化
的
所
産
で
、

我
が
国
に
と
っ
て
歴
史
上
、
芸
術
上
、
学
術
上
価
値
の

高
い
も
の
を
総
称
し
て
「
有
形
文
化
財
」
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
、
建
造
物
に
つ
い
て
国
が
指
定
す
る

国
宝
・
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
と
国
が
登
録
す
る
登

録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
が
あ
り
ま
す
。 

登
録
有
形
文
化
財
は
、
１
９
９
６
（
平
成
８
）
年
10

月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
文
化
財
保
護
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
に
よ
っ
て
、
保
存
及
び
活
用
に
つ
い
て
の
措

置
が
特
に
必
要
と
さ
れ
る
文
化
財
建
造
物
を
、
文
部
科

学
大
臣
が
文
化
財
登
録
原
簿
に
登
録
す
る
「
文
化
財
登

録
制
度
」
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
登
録
制
度
は
、
近
年
の
国
土
開
発
や
都
市
計
画

の
進
展
、
生
活
様
式
の
変
化
等
に
よ
り
、
社
会
的
評
価

を
受
け
る
ま
も
な
く
消
滅
の
危
機
に
晒
さ
れ
て
い
る
多

種
多
様
か
つ
大
量
の
近
代
等
の
文
化
財
建
造
物
を
後
世

に
幅
広
く
継
承
し
て
い
く
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

届
出
制
と
指
導
・
助
言
等
を
基
本
と
す
る
緩
や
か
な
保

護
措
置
を
講
じ
る
も
の
で
、
従
来
の
指
定
制
度
（
重
要

な
も
の
を
厳
選
し
、
許
可
制
等
の
強
い
規
制
と
手
厚
い

保
護
を
行
う
も
の
）
を
補
完
す
る
も
の
で
す
。 

（
※
文
化
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
） 

 

 
 

鐘
楼
は
、
１
８
０
６
（
文
化
３
）
年
に
建
立
さ
れ
、

梵
鐘
は
１
７
８
３
（
天
明
３
）
年
に
宮
崎
勘
助
氏
の

寄
進
に
よ
る
４
８
０
貫
の
大
鐘
で
、
第
二
次
世
界
大

戦
時
に
は
供
出
さ
れ
た
が
、
戦
後
埼
玉
県
に
て
発
見

さ
れ
、
再
び
別
院
に
返
さ
れ
る
。 

大門は、1803（享和３）年に焼失後、1827

（文政 10）年に総欅造りで再建された。

棟梁は竹澤志摩則行で、細部に中国の故

事や十二支彫刻が施され、文化的に高く

評価されている。 

本堂は、1951（昭和 26）年に焼失後、鉄筋コンクリー

ト、インド風の耐火建築として 1959（昭和 34）年に再

建された。 
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▼
昨
年
起
こ
っ
た
邦
人
人
質
事
件
を
受
け
て

波
及
し
た
「
自
己
責
任
」
と
い
う
言
葉
に
違

和
感
を
抱
い
て
い
た
。
こ
の
言
葉
が
使
わ
れ

だ
し
た
の
は
、
２
０
０
３
年
の
イ
ラ
ク
日
本

人
人
質
事
件
く
ら
い
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い

る
。
そ
れ
以
降
、
海
外
で
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
行
動
以
外
に
も
日
常
的
に
広
く
こ
の
言

葉
が
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
▼
そ
も
そ

も
人
は
責
任
を
取
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
人
間
は
一
人
で
生
き
て
は

い
な
い
。
一
人
で
生
き
て
き
た
、
生
き
て
い

る
と
い
う
人
が
い
れ
ば
驕
り
と
い
う
も
の
だ

ろ
う
▼
関
係
性
を
生
き
て
い
る
私
た
ち
の
日

常
生
活
は
、
取
り
た
く
て
も
取
れ
な
い
責
任

を
負
う
こ
と
に
も
な
り
、
一
生
か
か
っ
て
も

償
え
な
い
傷
み
や
苦
し
み
を
他
人
に
与
え
、

自
ら
も
背
負
う
。
そ
し
て
償
う
と
い
う
こ
と

も
ま
た
一
人
で
は
で
き
な
い
▼
自
己
責
任
と

い
う
言
葉
は
、
問
題
を
一
人
の
人
間
に
閉
じ

込
め
、
自
分
を
安
全
な
高
み
に
置
い
て
人
を

裁
き
、
自
分
が
ど
こ
で
生
き
て
い
る
の
か
を

見
失
っ
て
い
る
私
た
ち
の
在
り
方
そ
の
も
の

か
ら
生
ま
れ
出
た
言
葉
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
豊
島 

信
） 

【
表
紙
題
字
】
豊
島 

信 

部
会
・
委
員
会
等
進
捗
状
況 

【
御
遠
忌
教
化
実
行
委
員
会
】 

第
２
回 

期 

日 

２
０
１
５
年
１
月
21
日 

第
３
回 
期 

日 

２
０
１
５
年
４
月
１
日 

御
遠
忌
の
教
化
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
協
議
。 

【
御
遠
忌
行
事
実
行
委
員
会
】 

第
１
回 

期 

日 
２
０
１
５
年
２
月
２
日 

第
２
回 

期 

日 

２
０
１
５
年
３
月
17
日 

御
遠
忌
の
諸
行
事
の
内
容
に
つ
い
て
協
議
。 

【
御
遠
忌
儀
式
法
要
部
会
】 

第
11
回 

期 

日 

２
０
１
５
年
２
月
20
日 

担
当
業
務
の
確
認
、
法
要
日
程
案
に
つ
い
て
協

議
。 

【
教
化
体
制
改
革
実
行
委
員
会
】 

第
８
回 

期 

日 

２
０
１
５
年
３
月
16
日 

グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
、
教
区
及
び
組
の
教
化
体
制

の
課
題
に
つ
い
て
協
議
。 

【
御
遠
忌
広
報
実
行
委
員
会
】 

第
17
回 

期 

日 

２
０
１
５
年
２
月
25
日 

第
18
回 

期 

日 

２
０
１
５
年
３
月
30
日 

御
遠
忌
通
信
第
10
号
の
内
容
に
つ
い
て
協
議
。 

＊
＊ 

完
納
御
礼 

＊
＊ 

高
田
教
区
宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
御
遠
忌
懇
志

金
を
御
進
納
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

こ
こ
に
、
御
完
納
い
た
だ
き
ま
し
た
御
寺
院
名
を
御

披
露
し
、
御
礼
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

第
２
組 

乘
雲
寺 

第
４
組 

宗
專
寺 

持
專
寺 

願
淨
寺 

第
５
組 

善
正
寺 

信
光
寺 

第
６
組 

常
榮
寺 

善
福
寺 

第
11
組 

一
念
寺 

第
12
組 

光
善
寺 

第
13
組 

聞
名
寺 

（
２
０
１
５
年
１
月
１
日
～
３
月
31
日
） 以

上
11
ヵ
寺 

な
お
、
右
記
を
含
め
２
０
１
５
年
３
月
31
日
現
在
の

御
完
納
寺
院
は
１
３
６
ヵ
寺
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
そ

れ
以
外
に
も
１
０
０
ヵ
寺
か
ら
懇
志
金
を
御
進
納
い
た

だ
い
て
お
り
、
収
納
総
額
は
１
億
３
７
９
７
万
３
７
０

０
円
（
御
依
頼
額
の
５
５
．
３
％
）
で
す
。 

【
表
紙
題
字
】
尾
﨑 

秀
行 

―
お
知
ら
せ
― 

「
御
遠
忌
法
要
執
行
届
（
教
務
所
備
付
）」
に
つ
い
て 

 

御
遠
忌
法
要
を
厳
修
さ
れ
る
寺
院
に
つ
き
ま
し
て
は
法

要
の
一
ヵ
月
前
ま
で
に
、
教
務
所
ま
で
、
執
行
届
の
提
出

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
届
出
い
た
だ
い
た
寺
院
に
は
、

本
山
よ
り
祝
詞
と
御
香
が
交
付
さ
れ
ま
す
。 


